









































たい。実のところ、西欧においては中世のただ中である紀元千年において、スカンディナヴィアは封建社会 も ければキリスト教社会でもなかった。そ スカンディナヴィ










ばれるこ 北 自由農民モデルの根拠となって るのは、一二世紀以降のアイスランドで生み出された「サガ」とい


















































されたことが確認 き のは、九世紀後半 おけるハンブルク大司教アンスガルによる宣教である。この宣教によるキリスト教化は必ずしも持続的な結果を生まなかっ 、その後、九四八年には リスヴィ、リーベ、オーフスというユラン半島に三つの司教座が成立していたことが確認できる。イェリング石碑やその他ドイツの叙述史料が述べるように、九六〇年頃には、デンマークのハーラル青歯王が公式にキリスト教を受容 。ハーラ 以降 イェリング朝の諸王とりわけイングランドをも支配したクヌ ト王は、デンマークの東部にもキリスト 空間を拡大し、紀元


















































－  100  －－  101  －
史苑（第七二巻第二号）
だろうか。ルーン石碑の場合、 「ＸがＹを記念してこの石を建てる」という定型句に情報が追加されてテクストを構成するが、そのテクストから得られる情報自体は必ず も多くない。土地所有という観点に立った場合、基本的に、受益者であ 生者Ｘにつ て記されるのは本来の土地所有者である死者Ｙとの関係のみであり、具体的な対象については、共同体内における記憶などに依拠しなけ ばならない。他方 国王証書の場合、テクストそのものの中に、所有すべき土地などの具体的な計量情報や空間情報 びにそれらに関わる法的諸条件が明記される。
　このような変化は、単に情報の精緻化と再現性の高い文
書による記録化にとどまるわけ はない。財産の庇護者は誰かという観点に立った場合、紀元千年前後はルーン石碑を自身で建立すること よって、極端 言い方をすれば自力救済を行っていたの 対し、国王証書の登場以降 、権利者が上位権力であ 国王 よる庇護を求めて である。たしかにスカンディナヴィア世界は、 時期の西欧諸国に比べれば、土地所有者の自立性が相対的に強かったかもしれないが、そうである せよ庇護ネットワークを通じた国王による権力の伸張が見られ ことも確かであ 。十世紀における教会組織の確立は、ただデンマークのキリスト教化を進めたのみならず の確認システムの変
化をもたらすことで、国王による集権体制の進展と在地有力者との関係の強化という結果をうみだした。一〇八五年における国王証書の登場は デンマーク社会の質的変化を証言するのである。四、おわり
　以上の議論より得られた結論はあくまでも仮説に過ぎな


























































































































































































































tyranny of a construct: feudalism
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